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アメリカにおいて，Farrell, Laycock, & Tilley （2015）は，少年司法及び非行予防
課（Office of Juvenile Justice and Delinquency Prevention: OJJDP）による統一犯
罪統計報告プログラム（Uniform Crime Report program）と，司法統計局（Bureau 
of Justice Statics）のデータによる年齢別の逮捕率に基づいて，犯罪・非行の発生率
の推移を分析している。その結果，アメリカ合衆国における犯罪発生のピークであっ




Matthew & Minton（2018）は，1989 年から 2014 年までの，スコットランド犯罪
者指標（Scottish Offenders Index）をもとに，スコットランドで有罪判決を受けた者
の年齢パターンを検討し，以下のような変化を報告している。1989 年から 2000 年に
おいて，25歳未満の男性においてのみ有罪者数は低下し，それ以上の年齢の男性及び
女性全般においては変化が見られなかった。2001 年から 2006 年にかけては，20歳代
半ばより若い男女に変化は見られなかったが，20歳代半ばから 40歳代前半にかけて
 2 
の男女において有罪者数は増加した。2007 年から 2011 年にかけて，男性と，特に 20
歳未満の女性において有罪者数が大きく低下したが，30歳代以上の男女においては変
化が見られなかった。 
Bateman（2017）は，イギリスとウェールズにおいて，1992 年から 2016 年までの
間，犯罪への警察段階での処分（formal pre-court disposal）ないし有罪の判決を受け
た 10歳から 17歳の少年の人数を分析している。その結果，1992 年に 143,600名だ
ったものが，2016 年には 21,372名へと約 85%減少していることを明らかにした。 
McAra & McVie（2018）は，オーストリア，ベルギー，デンマーク，ドイツ等のヨー
ロッパの 10 か国において，対象年齢層は違うものの概ね 10歳代前半から 20歳ころ




犯，危険運転致死傷及び過失運転致死傷等の検挙人員は，1996 年から 1998 年，及び
2001 年から 2003 年に一時的な増加が見られたが，全体として減少傾向にあって，






















































アメリカにおいて，Finkelhor, Turner, Ormrod, & Hamby （2010）は，２歳から
17歳の児童を対象に，青少年被害者経験調査票（the Juvenile Victimization 
Questionnaire: JVQ）を基にした質問項目について，2002 年から 2003 年にかけて
2,030名の児童に実施した発達被害者調査（The Developmental Victimization 
Survey: DVS）で得られたデータと，2008 年に 4,046名の児童に対して実施された児
童の暴力への暴露に関する調査（The National Survey of Children's Exposure to 
Violence: NATSCEV）で得られたデータを検討している。その結果，2003 年から
2008 年にかけて，身体的及び情緒的ないじめが減少していることを報告している。カ
ナダのブリティッシュコロンビア州の公立学校が，4 年生，7 年生，10 年生，12 年生
の児童生徒・保護者・学校職員を対象に行なっている満足度調査（satisfaction 













Internet Safety Surveys: YISSs）が，2000 年，2005 年，2010 年に実施された。こ
れは，インターネットを使用している 10歳から 17歳の青少年を対象とした，電話に
よる調査であり，対象者数は， 2000 年が 1,501 人，2005 年が 1,500 人，2010 年が
 5 
1,560名である。その結果，2000 年から 2010 年にかけてネットいじめが増加してい
ることが明らかになった（Jones, Mitchell, & Finkelhor, 2013）。また，Ipsos Public 
Affairs が，2018 年，世界 28 か国で調査を実施しているが，これは，アメリカとカナ
ダでは 18歳から 64歳，それ以外の国では 16歳から 64歳の，それぞれの国で 500 人
以上の対象者にオンラインの質問を通じて実施したものである。その結果，自分の子
どもがネットいじめを受けたことがあると答えた親の割合は，2011 年から 2018 年に
かけて，アメリカでは 26％から 41％に，カナダでは 31％から 32％に，ドイツでは
12％から 21％へと，程度の差はあるものの多くの国で増加している（Newwell,  
2018）。 
わが国においては，いじめはその形態を問わず，近年大きな増加を示している。
Figure１に示すように，2006 年には，全体の 1,000 人あたりの認知件数が 12,490 で 
Figure１ いじめの認知（発生）率の推移（1,000 人当たりの認知件数） 
 




























アメリカにおける，確率抽出法によって選ばれた 12歳から 17歳の青少年と 18歳
から 25歳の若者の 25％に，26歳以上の成人の 50％に個別のインタビュアーが質問
をするという，薬物と健康に関する全国調査（National Survey on Drug Use and 
Health）の分析結果からは，2007 年から 2017 年の間に，12歳から 17歳の男女で 1
度は大うつ病エピソードを経験している者の割合が 8％から 13％へと増えており，特
に女子の増加率が高い（男子は 5％から 7％へ。女子は 12％から 20％へ）（Geiger & 
Davis, 2019）。同じくアメリカで，抑うつとの関連が深いとされる自殺について，
様々な機関からの統計を統合した統計統合プログラム（Vital Statistics Cooperative 
Program）の分析した結果からは， 10歳から 24歳の若者の自殺率は，10万人あたり
の発生率が 2007 年の 6.8 人から 2017 年の 10.6 人へと 56％も上昇していることが報
告されている。特に 10歳から 14歳の少年においては，2000 年から 2007 年にかけて
10万人あたりの発生率が 1.5 人から 0.9 人へと減少したが，その後増加に転じ，2017
には 2.5 人と約 3倍にまでなっている（Centers for Disease Control and Prevention,  
2019）。イギリスにおいては，1991 年から 1992 年の間に生まれた集団の 14歳時と，
 7 
2000 年から 2001 年の間に生まれた集団の 14歳時とを比較したコーホート研究で
は，前者においては 9％だったうつ病罹患率が，後者では 15％に増加していることが
明らかにされている。また，自傷について，2001 年から 2014 年の間に，10,000 人当
たりの自傷経験者数は，13歳から 16歳の層において男女ともに，女子においては 17
歳から 19歳の層においても増加している。特に 13歳から 16歳の女子の層において
2011 年の 45.9 から 2014 年の 76.9 へと大きく増加している（Morgan et al., 2017）。
自殺についても，2010 年から 2018 年の間に，イギリスにおける 15歳から 19歳の若
者の自殺率が 63％も上昇したことが報告されている（Office for National Statics,  
2019）。 
我が国においても，青少年の抑うつ，引きこもり，自殺といった不適応が大きな社
会問題となっている。厚生労働省の患者調査によると，1999 年から 2008 年にかけ
て，15歳から 24歳におけるうつ病などの気分障害の患者数が 3倍強に増加した後，
2017 年までは患者数はわずかに増加したまま高い水準にある（厚生労働省，2009; 





も自殺者が多かった 2009 年と，2018 年とを人口の増減を排した自殺死亡率の低下割
合で比較すると，20歳代で 29.1％，30歳代で 32.6％減少している。しかし，10歳代
















先行研究においても，暴力行為が自殺と関連があること（Conner et al., 2001），攻
撃性のサブタイプの一つである反応的攻撃性（reactive aggression，詳細は後述す
る）が，自殺に関連すること（Conner, Duberstein, Conwell, & Caine, 2003）が示さ
れている。 
抑うつについて，Panak & Garber （1992）は，概ね 9歳から 11歳の児童 521名
と教師に対して，約 1年間の間に 3 回の調査を実施し，攻撃性，仲間からの拒否，帰
属スタイル，抑うつ症状等の変化を検討した。その結果，攻撃性の増加が抑うつの増
加を伴うこと，その効果は部分的に仲間からの拒否に媒介されることを明らかにし






















Alexithymia Scale）, トラウマ経験尺度（life experience questionnaire）, Buss-
Durkee敵意インベントリー（Buss–Durkee Hostility Inventory）, quality of life 



















































































































































































































ための手段として用いられる（Crick & Dodge, 1996）。これらの区別は，先行研究に
おいて，妥当性の面で非常に高い支持を受けてきた（Price & Dodge, 1989; 











ることが提示された（Crick & Grotpeter, 1995）。そして，女児に特徴的な攻撃性は関
係性攻撃，あるいは間接的攻撃性と命名された（Hood, 1996）。 



















Frederick, & Schlauch, 2007）などが知られている。また，衝動的暴力犯は計画的暴
力犯よりも，抗精神病薬による治療や（Swanson et al., 2008），アンガー・マネージ
メントの訓練プログラム（Walters et al., 2007）に対して良く反応する傾向がある一
方で（Antonius et al., 2013），計画的暴力犯は，認知的再構成法からより大きな治療





































面での違いが見られることが報告されている（Polman, de Castro, Koops, van Boxtel 
& Merk, 2007）。まず，反応的攻撃性については，以下の知見がある。先行要因とし
ては，保護者による虐待などの養育上の問題によって高まることが知られている
（Dodge, Lochman, Harnish, Bates & Pettit, 1997; Shields & Cicchetti, 1998）。心
理面での特徴としては，反応的攻撃性が高い者は，怒り（Dodge, 1991; Stanford, 
Houston, Villemarette-Pittman & Greve, 2003）および敵意（Crick & Dodge, 1996;  
Dodge et al., 1987; Dodge, Price, Bachorowski & Newman, 1990; de Castro, Merk, 
Koops, Veerman & Bosch, 2005; Schwartz et al., 1998）を抱えていることが多く，
自己の有能さを低く見積もりやすい（de Castro, Brendgen, Van Boxtel, Vitaro & 
Schaepers, 2007）。対人関係については，この攻撃性が高い者は，仲間からの拒否
や，低い受容の程度，友達がいないこと，被害者になりやすいなど，仲間からの否定
的な反応を引き起こしやすい（e.g. Dodge et al., 1990; Perry, Perry & Kennedy, 
1992; Schwartz et al., 1998）。さらに，犯罪との関連性について，Brendgen，




（psychosocial adversity）にあることと関連する（Raine et al., 2006）。心理面での
特徴としては，能動的攻撃性が高い者は，自己の有能さを高く見積もりすぎる傾向が
あり（de Castro et al., 2007），精神病質的な特徴が見られがちである（Raine et al., 
2006; Stanford, Houston & Baldridge, 2008）。また，攻撃行動が肯定的な結果を引き
起こすと本人自身が予測する傾向が高い（Dodge et al., 1997）。対人関係について
は，能動的攻撃性が高い児童がクラスで人気があったり，ユーモアのセンスを示すこ
とがあるが（Dodge et al., 1987），時間の経過とともに，良質の仲間関係が減少して
いくことが知られている （Poulin & Boivin, 1999）。犯罪との関連について，思春期
早期に能動的攻撃性が高い男子には非行が見られる傾向があり（Vitaro, Gendreau, 
Tremblay & Oligny, 1998），また能動的攻撃性が高い男子は，非行関連の暴力を伴い
やすい（Brendgen et al., 2001）。 
これら二つのサブタイプは相互に排他的なものではなく（Barratt, Stanford, 
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攻撃性の SIP モデル 
 










2011）と，Anderson & Carnagey（2004）の一般的攻撃性モデル（General 
Aggression Model: GAM）がある。前者は近年の社会心理学の理論的発展に依拠した
もので，人間の情報処理が意識的で当人の意思で制御可能な過程と，自動的かつ非意
識的に作動する過程から成る二過程理論（two process theory）（Evans & Over, 1996;  
Posner, Snyder & Solso, 1975; 唐沢・ 池上・唐沢・大平，2001）を攻撃性に適用した
ものである。これは，攻撃性を生み出す過程に二つの異なるルートを想定するという
点で，反応的攻撃性と能動的攻撃性という２タイプと親近性のあるモデルである。 





















機能説の立場に立つ，Dodge （1980）の社会的情報処理（Social Information 





















d’Zurilla（1969）の問題解決方略トレーニング・プログラム，Newell & Simon 
（1972）や Hayes（1981）の認知的問題解決の情報処理理論，McFall（1982）の社
会的スキル理論などからの諸概念が SIP モデルに組み込まれている。 
 
Figure 2 社会的行動の情報処理モデル（Dodge, 1986） 
 

















Dodge は 1994年に原モデルを改訂した SIP モデルを提示している（Crick & 





























攻撃性の予測及び予測的な機能を持つかを明らかにするため，7 年生および 8 年生
（平均年齢 14歳）の少年を対象に，初回とその 20ヶ月後とに場面想定法（vignette 
method）を用いた実験を行った。その結果，最初の時点で測定された SIP 変数は 20
ヶ月後の個人の攻撃性の違いを 20％から 34%予測した。また，攻撃的・衝動的反応ス
キーマを記憶から検索する段階と，そのような反応を肯定的に評価する段階が，攻撃











































かにされてきている（Eisenberg et al., 1996; Hubbard et al., 2002）。それらの中で
も，怒りが攻撃行動を促進することは様々な研究において繰り返し指摘されており，
例えば，短気な人が攻撃的行動をとりやすいこと（Bettencourt, Talley, Benjamin & 
Valentine, 2006），怒りが殺人（Berkowitz, 1993），児童虐待（Nomellini & Katz,  





   
（５）感情変数を組み込んだ新たな SIP モデルの構築  
 Dodge（1994）の改訂モデルに感情変数を組み込む最初の試みは Lemerise et al.
（2000）によって行われた（以後，彼らによって提示されたモデルを感情 SIP モデルと
呼ぶ）。 




いは感情スタイル（emotion style）（Rubin, Coplan, Fox & Calkins, 1995; Eisenberg & 
























そのモデル全体の妥当性を実証的に検証した研究は多くない。de Castro et al.（2005）
は，54名の 7歳から 13歳までの攻撃行動により専門機関に照会された少年と対照群を







に関しても，感情 S I P モデルから予想される通り，攻撃的な少年は，怒りを多く報告
























４ SIP モデルのさらなる拡張の必要性 
（１）感情 SIP モデルの問題点 
 ここまで，Dodge の原モデルから Lemerise et al.（2000）の感情 SIP モデルに至るま



















（Crick & Dodge, 1994）を経て，原モデルにおいては曖昧な位置づけをなされていた






























































って強化されることや（Crick & Dodge, 1996; Bandura, 1983），また高圧的態度を取
る傾向が強い家族間での交流により影響を受ける（Patterson, 2002）こと，また生育
歴上の特徴として，片親であること，親が物質依存の問題を抱えているなど心理社会














Peschardt, Budhani, Mitchell & Pine, 2006; Blair, 2001; Dodge at al., 1987; Frick  
& Ellis, 1999）という特徴から，サイコパスとの関連するに着目する研究者もいる
（Raine et al., 2006）。ここで，サイコパスとは，ある種の人格特徴であり，操作的
で，他者に対して寄生的であることや，自律神経が低覚醒（autonomically under-
aroused）で，感情が麻痺していることなどが特徴として挙げられる（Raine et al.,  
2006）。能動的攻撃性が顕著である暴力犯罪を行った者の大部分は，反応的な暴力
（犯罪）歴を持つ者よりもサイコパシー・チェックリストで高い値を示すことが示さ



















究の結果からは（Crick & Dodge, 1996），社会的状況が解釈された後のステップにお
いて，能動的攻撃性が選択・決定される過程を明確化する必要がある。この点につい
て，従来，能動的攻撃性が高い児童は攻撃行動を是認するような反応決定バイアスを




改訂 SIP モデルの５つ目のステップである反応選択（response decision）段階を精緻





























いる（Crick & Dodge, 1996）。②は，反応的攻撃性が高い若者は，曖昧な場面での挑
発者に対して敵意意図を帰属しやすい敵意バイアスが大きいことから，攻撃的な復讐
を，社会的に受容される認知しやすいという知見に基づいている（Fontaine, Burks  



















































実行しにくいような行動の場合はこのモデルは適用できないことになる（Beck &  
Ajzen, 1991）。そこで，Ajzen（1991）は，TRA に，当人によって知覚された統制力
（Perceived Behavioral  Control: PBC），すなわち自分が望めば所与の行為を実行・
実現することがどのくらい可能であるかについての知覚という新たな変数を組み込ん






Model of Goal-directed Behavior: MGB），さらに，MGB に何らかの目標を達成する
という願望である目標願望（Goal Desire: GD）を取り入れた，拡張目標指向行動モデ
ル（The Extended Model of Goal-directed Behavior: EMGB）が提唱されている
（Perugini ＆ Bagozzi, 2001, 2004a, 2004b; Perugini ＆ Conner, 2000）。 
EMGB においては，行動意図は，その行動を行う個人的動機付けあるいは切望であ











じさせるとされる。GD と BD は，TRA や TPB においては，行動意図のうちに暗黙
の前提として含まれていたものを，明確に変数として独立化したものといえよう。 
EMGB の予測力は，体重コントロール，学習，エクササイズなど様々な領域の異な
る行動で実証されている（Dijst, Farag & Schwanen, 2008; Leone, Perugini &  
Ercolani, 2004; Perugini & Bagozzi, 2001; Perugini & Conner, 2000; Richetin et al.,  
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た。その結果，意図について，MGB と EMGB は TPB よりも予測力を持つこと，BD






TRA や TPB よりも優れているという結果が多いが，攻撃行動においては，特に TPB
と EMGB の予測における優劣は明らかでなく，共に有用であることが示されてき
た。 
TRA や TPB を攻撃行動に適用した研究からは，以下のような知見が得られてい




ている。Roberto, Meyer, Boster, & Roberto（2003）は，公立中学校の 448 人の 7 年
生の男女の児童に対する，TRA 基づいた質問紙による調査から，態度と SN が，噂を
流すことや侮辱などの言語的攻撃の意図を予測する一方，態度のみが，喧嘩などの身
体的攻撃の意図を予測すること，そして，それらの行動意図は行動を予測することを











の概ね 16歳から 18歳の 10 年生から 12 年生の生徒を対象に，質問紙調査を行ってい
















行動について，Richardson Conflict Response Questionnaire（RCRQ）の下位尺度で
ある 10個の項目からなる直接的攻撃行動について評定した。その結果，GD は言語的
攻撃行動に直接は関係せず，BD を介して，攻撃行動の直接の先行要因である意図に
影響を及ぼした。態度，否定的感情の予測（Negative Anticipated Emotion: NAE），












の予想，反応評価に集約されるとともに，SIP には含まれていない要因として GB が
存在する。 
前節で述べた意図的行動の理論を攻撃行動に適用した先行研究を，SIP モデルの観
点から検討するため，そのうちに TRA と TPB の変数も含む EMGB の理論に取り入
れられている要因と感情 SIP モデル内の要因との対応関係を検討してみると，以下で
ある。 




expectations- emotion expectations）と反応評価に相当すると考えられる。SN は，
規範信念と，そうした期待に従おうとする動機から構成されるのであるから，これも
SIP の反応評価に加えて，SIP モデルではデータベースに存在すると考えられる規範
に関する信念を合わせたものに相当するといえよう。PAE と NAE は，その攻撃行動






とが自分にとってどのくらい可能であるかについての知覚であるから，S I P の自己効











ないものと考えられる。これは，従来の SIP モデルには含まれていないものである。 
これらの対応関係を踏まえれば，能動的攻撃性の予測に有効である考えられる




















































本研究においては，以下，第３章において，統合 SIP モデルのうち，修正感情 SIP
モデルに該当する部分の予測力を反応的攻撃性において確認する。次に，第４章にお
いて，統合 SIP モデルの予測力を，能動的攻撃性において確認する。そして，第５章

































攻撃性の研究において，Dodge らの SIP モデルに関する一連の研究を中心に，場面













（Hainmueller, Hangartner & Yamamoto, 2015）がある一方で，攻撃行動について
は，攻撃意図と実際の攻撃の間には中程度の相関があることや（Ajzen & Fishbein,  
1977），場面想定法によって測定された SIP 変数と実際の攻撃行動は中程度の相関を











































上げることは困難であるから，統合 SIP モデルのうち，オランダ人を対象に感情 SIP





































Figure 7 ig re 7 本実験で検討する仮説モデル 
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１ 一般青少年における反応的攻撃性：研究１  
（１）目的 






















































反応評価 上記 2 種類攻撃行動について，「このような場面において，その行動がどれ
くらい良い行動だと思いますか？」と尋ね，「全く良いと思わない（1点）」から「非
常に良いと思う（9点）」の 9段階尺度で回答させた。 


















 反応的攻撃性尺度と能動的攻撃性尺度は有意に相関したので（r =.64, p < .01），合
計を特性攻撃性得点とした。特性攻撃性，自己欺瞞，印象操作の各尺度の信頼性は，α
＝.89，α＝.70，α＝.65 であった。後者 2尺度が若干低めだったが，許容範 
囲とみなして合計点を分析に用いた。SIP モデルの各変数の得点はすべて 3 場面の合 
計とし，その平均点と標準偏差を Table 1 に示す。 
 Table 1 大学生等の記述統計量 
    平均値 標準偏差   
 自己欺瞞 41.35 9.38  
 印象操作 39.66 9.58  
 敵意意図 15.77 4.85  
 相手のうれしさ 8.92 4.54  
 自己怒り 21.47 4.74  
 適応的感情調節 99.59 21.81  
 反応評価 1 14.12 6.00  
 反応評価 2 10.55 5.57  
 攻撃行動 1 11.25 5.85  
  攻撃行動 2 7.29 4.45   
 
モデルの検討 


















して回帰係数を算出し（改訂 SIP モデル），次に Step 2 で感情変数を追加投入して



















  χ2値=15.69 df=21 p=.79 
GFI=.97 AGFI=.95 RMSEA=.00 
                     †p<.10 *p<.05 ** p<.01 
（実線は促進的なパスを，破線は抑制的なパスを示す） 



































Table 2  大学生等の攻撃行動を目的変数とした階層的重回帰分析の結果 
   Step 1  Step 2  
ステップ 説明変数 β t  β t  
第１ステップ 自己欺瞞 .19 2.80 ** .21 3.18 ** 
 印象操作 -.12 -1.81  -.06 -.98  
 敵意意図 .19 2.63 * .13 1.76  
 反応評定 .55 7.76 ** .49 8.71 ** 
第２ステップ 自己の怒り    .20 2.70 ** 
 感情調節    -.05 -.78  
R2     .48     .52   
ΔR2     .48 **   .03 * 
*p <0.05,   **p<0.01.       
 
攻撃群と非攻撃群の比較 特性攻撃性得点のメディアン（85.00）によって参加者を攻






Table 3 攻撃性の高群と低群による t 検定の結果   
   t値  自由度  有意確率    
自己欺瞞 -0.90 128 .368   
印象操作 4.50 128 .000 ** 低群＞高群 
敵意意図 -1.78 128 .077 † 低群＜高群 
相手のうれしさ -0.27 128 .790   
自分の怒り -4.32 111.59 .000 ** 低群＜高群 
感情調節 4.19 128 .000 ** 低群＞高群 
反応評定 -2.85 128 .005 ** 低群＜高群 
攻撃行動 -4.62 128 .000 ** 低群＜高群 





いて優れていたことから，仮説１は支持された。de Castro et al. （2005）はオランダ
の 7歳から 13歳の攻撃的行動の問題を抱えた少年 54 人と初等学校（elementary 













プロセスの普遍性を示唆するものである。   
仮説モデルを構成する諸変数について攻撃性の高い者と低い者を比較すると，前者
は後者よりも怒り感情が強く，感情調節が低いことが示され，仮説２が支持された。







２ 非行少年における反応的攻撃性：研究２  
（１）目的 























 参加者は少年鑑別所入所中の男子少年 82名。平均年齢 16.4歳（SD1.4）。参加者に












計とし，その結果得られた各尺度の平均点と標準偏差を Table 4 に示す。 
 
Table 4  少年鑑別所入所少年の記述統計量 
  平均値 標準偏差  
 自己欺瞞 39.83 8.02   
 印象操作 40.98 12.04   
 敵意意図 15.39 4.99   
 相手のうれしさ 8.76 4.69   
 自己怒り 20.61 5.46   
 適応的感情調節 90.79 24.14   
 反応評価1 13.95 6.21   
 反応評価2 10.71 5.32   
 攻撃意図1 13.15 6.31   
 攻撃意図2 9.24 5.89   
      
 
モデルの検討 




モデルを Figure 9 に示す。大きな変更点としては，感情調節が有意なパスを持たずパ
ス図から消えたこと，及び社会的望ましさ反応尺度の二つの下位尺度間に相関のパス
を加えたことである。その結果，感情過程で感情調節による抑制が働かず，改訂モデ
ル（Crick & Dodge, 1994）に，自己の怒りという促進的な変数を加えたモデルとなっ





（改訂 SIP モデル），次に Step 2 で感情変数を追加投入して（統合 SIP モデル）決定







Table 5  非行少年の攻撃行動を目的変数とした階層的重回帰分析の結果 
   Step 1  Step 2  
ステップ 説明変数 β t  β t  
第１ステップ 自己欺瞞 .18 2.46 * .17 2.60 * 
 印象操作 -.30 -4.01 ** -.20 -2.59 * 
 敵意意図 .22 2.92 ** .13 1.63  
 相手のうれしさ .07 1.01  .11 1.58  
 反応評定 .53 6.90 ** .44 5.76 ** 
第２ステップ 自己の怒り    .27 3.13 ** 
 感情調節    -.07 -.95  
R2     .66     .71   
ΔR2     .66 **   .05 ** 





















χ2値=27.92 df=22 p=.18 
GFI=.93 AGFI=.85 RMSEA=.06 
                     †p<.10 *p<.05 ** p<.01 
                               （実線は促進的なパス，破線は抑制的なパスを示す） 












































Table 6 攻撃性の高群と低群による t 検定の結果   
   t 値  自由度  有意確率    
自己欺瞞 0.38 75 .706   
印象操作 4.38 75 .000 ** 低群＞高群 
敵意意図 -2.18 75 .032 * 低群＜高群 
相手のうれしさ -1.43 75 .156   
自分の怒り -3.64 62.81 .001 ** 低群＜高群 
感情調節 2.87 75 .005 ** 低群＞高群 
反応評定 -2.72 75 .008 ** 低群＜高群 
攻撃行動 -10.08 75 .000 ** 低群＜高群 
*p<0.05, **p<.01.     
 
（４）考察 



































ば，Crick & Dodge, 1994），反応的攻撃性の高い児童の攻撃行動を説明することを目
的として構築され，主としてこの観点から検討されてきたという歴史的経緯を持つ。
de Castro et al. （2005）の研究は，感情過程も含めたより包括的なモデル構築を目指
し，原モデルに感情調節と怒りという変数を加えたものである。しかし，本研究の結
果からは，非行少年では，感情調節が十分に機能しておらず，怒り変数のみが追加に


















































































































































計の結果を Table 7 に示す。願望変数の平均が他の変数に比較して高く，研究協力者
において，それぞれの場面において設定された願望が強められたことが示された。 
 
Table 7 各変数の記述統計 
  平均 標準偏差 
年齢 20.12 1.29 
願望 7.25 1.24 
結果の予想 4.21 1.66 
反応評価 3.98 1.70 
自己効力 5.14 1.89 





Table 8  各変数の相関 
  1 2 3 4 5 
1 年齢      
2 願望 -.121      
3 結果の予想 .195  -.115    
4 反応評価 .229* -.069 .798**   
5 自己効力 .172  -.135 .502** .568**  
6 能動的攻撃性 .112  .062 .628** .632** .522** 
* p<.05, **p<.01. 
 
実験効果の検討 





Table 9 結果の予想 
  t 値 自由度 有意確率 
結果の予想 -1.344 46 .186 
反応評価 -0.667 46 .508 
自己効力 -0.344 46 .733 
能動的攻撃性 -0.325 33.936 .747 
 
Table 10 反応評価 
  t 値 自由度 有意確率 
結果の予想 -1.236 46 .223 
反応評価 -0.971 46 .337 
自己効力 -0.602 46 .550 
能動的攻撃性 -0.052 46 .959 
 
Table 11 自己効力 
  t 値 自由度 有意確率 
結果の予想 -0.366 45 .716 
反応評価 -1.141 45 .260 
自己効力 -1.026 45 .310 














Table 12 能動的攻撃性を目的変数とした重回帰分析の結果 
   
   
   
   Step 1  Step 2  Step 3 
ステップ 説明変数 β t     β t     β t   
第１ステップ 願望 .15 1.92 †  .13 1.66   .13 1.65  
 結果の予測 .33 2.59 *  .32 2.47 *  .29 2.37 * 
 反応評価 .24 1.80 †  .27 1.95 †  .26 1.96 † 
 自己効力 .24 2.52 *  .25 2.60 *  .35 3.54 ** 
第２ステップ 願望×結果の予想     -.07 -.49   -.07 -.56  
 願望×反応評価     -.06 -.44   -.03 -.24  
 願望×自己効力の評価     .14 1.37   .20 1.99 † 
第３ステップ 結果の予想×反応評価         -.12 -1.41  
 結果の予想×自己効力の評価         .29 2.46 * 
  反応評価×自己効力の評価         .01 .11  
 R2   495 **              
  ΔR2           .013       .061 * 










































































































































































動の予測において優れていた。de Castro et al.（2005）で，オランダの攻撃的行動の





























































SIP モデルは元々（例えば，Crick & Dodge, 1994），反応的攻撃性の高い児童の攻
撃行動を説明することを目的として構築され，主としてこの観点から検討されてきた


































































































































 すでに述べたように，攻撃性が，抑うつ（川端・大渕, 2014; 上野他, 2009）や，自
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